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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年5月23日(2019.5.23)

【公開番号】特開2016-204654(P2016-204654A)
【公開日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2016-82524(P2016-82524)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/42     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   19/42     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/20     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月15日(2019.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板に対向する第２基板と、
　前記第１基板及び前記第２基板のうち少なくともいずれか一つに提供される電極部と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に提供されて液晶組成物からなる液晶層と、を含み
、
　前記液晶組成物は、下記一般式１で表される液晶化合物のうち少なくとも一種を含むこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【化１】

 
　前記一般式１中、Ｒ1は、水素または炭素数１～１５のアルキルを表し、この時、一つ
以上の－ＣＨ2－基は、それぞれ独立に、Ｏ原子らが互いに直接結合されない方式で－Ｃ
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≡Ｃ－、－ＣＦ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－または－
Ｏ－ＣＯ－Ｏ－で置換されることができ、１～３個の水素原子はハロゲンで置換されるこ
とができ、
Ｒ2は、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ3、－ＣＨＦ2、－ＣＨ2Ｆ、－ＯＣＦ3、－ＣＮ、－ＮＣＳ
、または-Ｆを１～３個含む炭素数１～５のアルキルで、ここで、－ＣＨ2－基は、それぞ
れ独立にＯ原子で置換可能で、（Ｆ）はフルオロが置換されるかまたは非置換されること
ができ、Ａ11、Ａ12、Ａ13、Ａ21及びＡ22は、それぞれ独立に下記構造式群１－１－１の
うちのいずれか一つを表し、
【化２】

 
　前記構造式１－１－１中、Ｚ11、Ｚ12、Ｚ13、Ｚ21及びＺ22は、それぞれ独立に単一結
合、－ＣＨ2ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＯＣＨ2－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ

2ＣＦ2－、－ＣＨＦＣＨＦ－、－ＣＦ2ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨＦ－、－ＣＨＦＣＨ2－、－
Ｃ2Ｆ4－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ2Ｏ－、または－ＯＣＦ2－のいずれかを表し
、ａ、ｂ、ｃ、ｄ及びｅは、それぞれ独立に０～３の定数を意味し、ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ
は、５以下である。
【請求項２】
　下記一般式１で表される液晶化合物のうち少なくとも一種を含むことを特徴とする液晶
組成物。
【化３】

 
　前記一般式１中、Ｒ1は、水素または炭素数１～１５のアルキルを表し、この時、一つ
以上の－ＣＨ2－基は、それぞれ独立に、Ｏ原子らが互いに直接結合されない方式で－Ｃ
≡Ｃ－、－ＣＦ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－または－
Ｏ－ＣＯ－Ｏ－で置換されることができ、１～３個の水素原子はハロゲンで置換されるこ
とができ、
　Ｒ2は、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ3、－ＣＨＦ2、－ＣＨ2Ｆ、－ＯＣＦ3、－ＣＮ、－ＮＣ
Ｓ、または－Ｆを１～３個含む炭素数１～５のアルキルで、ここで、－ＣＨ2－基は、そ
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れぞれ独立にＯ原子で置換可能で、
　（Ｆ）はフルオロが置換されるかまたは非置換されることができ、Ａ11、Ａ12、Ａ13、
Ａ21及びＡ22は、それぞれ独立に下記構造式群（１－１－１）のうち一つを表し、
【化４】

 
　前記構造式１－１－２中、Ｚ11、Ｚ12、Ｚ13、Ｚ21及びＺ22は、それぞれ独立に単一結
合、－ＣＨ2ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＯＣＨ2－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ

2ＣＦ2－、－ＣＨＦＣＨＦ－、－ＣＦ2ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨＦ－、－ＣＨＦＣＨ2－、－
Ｃ2Ｆ4－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ2Ｏ－、または－ＯＣＦ2－を表し、ａ、ｂ、
ｃ、ｄ及びｅは、それぞれ独立に０～３の定数を意味し、ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅは、５以下
である。
【請求項３】
　前記Ｚ11、Ｚ12、Ｚ13、Ｚ21及びＺ22のうち、少なくとも一つは－ＣＦ2Ｏ－であるこ
とを特徴とする、
　請求項２に記載の液晶組成物。
【請求項４】
　前記ｄ及びｅが０で、
　前記Ｒ2が－Ｆ、－ＯＣＦ3、または－ＣＦ3であることを特徴とする、
　請求項２又は３に記載の液晶組成物。
【請求項５】
　前記Ｚ13が－ＣＦ2Ｏ－であり、
　前記ｄとｅが０で、
　前記Ｒ2が－Ｆ、－ＯＣＦ3、または－ＣＦ3であることを特徴とする請求項２乃至４の
何れか一に記載の液晶組成物。
【請求項６】
　前記一般式１の液晶化合物は、下記一般式１－１で表されることを特徴とする、
　請求項２乃至５の何れか一に記載の液晶組成物。
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【化５】

 
　前記一般式１－１中、Ｒ1、Ｒ2、Ａ11、Ａ12、Ｚ11、Ｚ12、（Ｆ）、ａ、及びｂは、前
記一般式１での定義と同一である。
【請求項７】
　前記一般式１－１の液晶化合物は、下記一般式１－２で表されることを特徴とする、
　請求項６に記載の液晶組成物。
【化６】

 
　前記一般式１－２中、Ｒ1は、前記一般式１での定義と同一で、Ｏは０または１である
。
【請求項８】
　下記一般式２で表される液晶化合物のうち少なくとも一種をさらに含むことを特徴とす
る請求項２乃至７の何れか一に記載の液晶組成物。
【化７】

 
　前記一般式２中、Ｒ11は、前記一般式１のＲ1の定義と同一で、Ｒ21は、前記一般式１
のＲ1の定義に加えて－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ3、－ＯＣＦ3を表し、Ａ3及びＡ4は、独立に
Ｆ原子で置換されるまたは非置換される１、４－シクロへキシレンまたは１、４－フェニ
レンで、Ａ5は、下記構造式群（１－１－２）のうち一つを表す。
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【化８】

 
【請求項９】
前記一般式２で表される液晶化合物は、下記一般式２－１で表されることを特徴とする請
求項８に記載の液晶組成物。

【化９】

 
　前記一般式２－１中、Ｒ11とＲ12及び、Ａ5は、それぞれ独立に前記一般式２でのＲ1の
定義と同一である。
【請求項１０】
　下記一般式２－２で表される液晶化合物をさらに含むことを特徴とする請求項２乃至９
の何れか一に記載の液晶組成物。
【化１０】

 
　前記一般式２－２中、Ｒ11及びＲ12は、前記一般式２での定義と同一であり、Ｘ1～Ｘ5

は、それぞれ独立に－Ｈまたは－Ｆで、Ｘ3とＸ4のうち少なくとも一つは－Ｆである。
【請求項１１】
　下記一般式３で表される液晶化合物をさらに含むことを特徴とする、
　請求項２乃至１０の何れか一に記載の液晶組成物。
【化１１】



(6) JP 2016-204654 A5 2019.5.23

 
　前記一般式３中、Ｒ11とＲ12は、独立に前記一般式１での定義と同一で、Ａ3及びＡ4は
、独立にＦ原子で置換されるまたは非置換される１、４－サイクロヘキシレンまたは１、
４フェニレンである。
【請求項１２】
　前記一般式３で表される液晶化合物は、下記一般式３－１または下記一般式３－２で表
されることを特徴とする、
　請求項１１に記載の液晶組成物。
【化１２】

 
【化１３】

 
　前記一般式３－１または前記一般式３－２中、Ｒ11及びＲ12は、独立に前記一般式１の
Ｒ1の定義と同一である。
【請求項１３】
　下記一般式４で表される液晶化合物をさらに含むことを特徴とする、
　請求項２乃至１２の何れか一に記載の液晶組成物。
【化１４】

 
　前記一般式４中、Ｒ1及びＲ2は、前記一般式１のＲ1及びＲ2の定義と同一で、Ａ11、Ａ

12、Ａ13、Ｚ11、Ｚ12、Ｚ13及び（Ｆ）も前記一般式１のＡ11、Ａ12、Ａ13、Ｚ11、Ｚ12

、Ｚ13及び（Ｆ）の定義と同一であり、ｆ、ｇ、ｈは、いずれも０又は１であり、ｆ＋g
＋ｈは２又は３である。
【請求項１４】
　下記一般式５～７の化合物のうち少なくともいずれか一つをさらに含むことを特徴とす
る、
　請求項２乃至１２の何れか一に記載の液晶組成物。
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【化１５】

 
【化１６】

 

【化１７】

 
　前記一般式５、６、７中、Ｒ1、Ａ11は、前記一般式１での定義と同一であり、ｐは、
０または１で、Ｒ３は水素、酸素ラジカルまたは炭素数１～１５のアルキルを表し、この
時、一つ以上の－ＣＨ2－基は、それぞれ独立にＯ原子らが互いに直接結合されない方式
で－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＦ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－ま
たは－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－で置換されることができ、１～３個の水素原子は、ハロゲンで置換
されることができ、結合基のｎは１～１２であり、ｍは０～１２であり、ｎとｍは整数で
ある。
【請求項１５】
　下記一般式８で表されるピッチ調節剤をさらに含むことを特徴とする、
　請求項２乃至１４の何れか一に記載の液晶組成物。
【化１８】
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　前記一般式８中、Ｒ1は、前記一般式１での定義と同一である。
【請求項１６】
　前記一般式１の液晶化合物は、下記一般式１－２で表され、
【化１９】

 
　下記一般式３－１－１で表される液晶化合物及び下記一般式５で表される化合物をさら
に含むことを特徴とする、
　請求項２に記載の液晶組成物。

【化２０】

 

【化２１】

 
　前記一般式１－２中又は前記一般式５中、Ｏは０または１で、Ｒ1、Ａ11は前記一般式
１での定義と同一で、ｐは０または１で、Ｒ3は水素、酸素ラジカルまたは炭素数１～１
５のアルキルを表し、この時、一つ以上の－ＣＨ2－基は、それぞれ独立に、Ｏ原子が互
いに直接結合されない方式で－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＦ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－Ｃ
Ｏ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－または－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－で置換されることができ、１～３個の水
素原子はハロゲンで置換されることができる。
【請求項１７】
　前記液晶組成物は、
　前記一般式１－２で表される液晶化合物３重量部～３５重量部と、
　前記一般式３－１－１で表される液晶化合物１５重量部～４５重量部と、
　前記一般式５で表される化合物０．０１重量部～０．０５重量部と、を含むことを特徴
とする、
　請求項１６に記載の液晶組成物。
【請求項１８】
　前記一般式１の液晶化合物は、
　下記一般式１－２－２で表される液晶化合物と、
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　下記一般式１－２－３で表される液晶化合物と、を含むことを特徴とする、
　請求項２乃至１６の何れか一に記載の液晶組成物。
【化２２】

 
【化２３】

 
【請求項１９】
　前記一般式１－２－２の液晶組成物と前記一般式１－２－３との液晶組成物の重量比が
、１：０．５～１：２．０であることを特徴とする、
　請求項１８に記載の液晶組成物。
【請求項２０】
　前記一般式１の液晶化合物は、下記一般式１－２で表され、
【化２４】

 
　Ｒ１は、前記一般式１での定義と同一で、Ｏは０または１で、下記一般式２－１－１－
１ａ～２－１－１－１ｃで表される液晶化合物のうち少なくとも一種、下記一般式２－１
－１－２で表される液晶化合物、及び下記一般式４－１－１－１で表される液晶化合物を
さらに含むことを特徴とする請求項２に記載の液晶組成物。

【化２５】
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【化２６】

 

【化２７】

 
【請求項２１】
　前記液晶組成物は、
　前記一般式１－２で表される液晶化合物と、
　前記一般式２－１－１－１で表される液晶化合物のうち少なくとも一種が５重量部～２
０重量部と、
　前記一般式２－１－１－２で表される液晶化合物５が重量部～２０重量部と、
　前記一般式４－１－１－１で表される液晶化合物２が重量部～１０重量部と、を含むこ
とを特徴とする、
　請求項２０に記載の液晶組成物。
【請求項２２】
前記一般式１の液晶化合物は、下記一般式１－２で表され、

【化２８】

 
　下記一般式３－１－１で表される液晶化合物、下記一般式２－２－１－１で表される液
晶化合物、下記一般式４－１－２で表される液晶化合物をさらに含むことを特徴とする、
　請求項２に記載の液晶組成物。

【化２９】
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【化３０】

 

【化３１】

 
　Ａは、下記構造式群（１１）のうち一つを表す。
【化３２】

 
　上式中、Ｒ1は一般式１での定義と同一で、Ｏは０または１である。
【請求項２３】
　前記一般式３－１－１で表される液晶化合物１５重量部～４５重量部と、
　前記一般式２－２－１－１で表される液晶化合物２重量部～１５重量部と、
　前記一般式４－１－２で表される液晶化合物３重量部～３５重量部と、を含むことを特
徴とする、
　請求項２２に記載の液晶組成物。
【請求項２４】
　前記一般式１の液晶化合物は、下記構造で表される化合物のうち一つであることを特徴
とする、
　請求項２に記載の液晶組成物。
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【化３３】
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【化３４】

 



(14) JP 2016-204654 A5 2019.5.23

【化３５】
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【化３６】

 
【請求項２５】
　下記一般式１を持つことを特徴とする液晶化合物。

【化３７】

 
　前記一般式１中、Ｒ1は、水素または炭素数１～１５のアルキル基を表し、一つ以上の
－ＣＨ2－基は、それぞれ独立に、Ｏ原子が互いに直接結合されない方式で－Ｃ≡Ｃ－、
－ＣＦ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－または－Ｏ－ＣＯ
－Ｏ－で置換されることができ、１～３個の水素原子はハロゲンで置換されることができ
、
　Ｒ2は、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ3、－ＣＨＦ2、－ＣＨ2Ｆ、－ＯＣＦ3、－ＣＮ、－ＮＣ
Ｓ、または－Ｆを１～３個含む炭素数１～５のアルキル基で、ここで、－ＣＨ2－基は、
それぞれ独立にＯ原子で置換可能で、
　（Ｆ）はフルオロが置換されるかまたは非置換されることができることを表し、Ａ11、
Ａ12、Ａ13、Ａ21及びＡ22は、それぞれ独立に下記構造のうち一つを表し、
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【化３８】

 
　前記一般式１中、前記Ｚ11、Ｚ12、Ｚ13、Ｚ21及びＺ22は、それぞれ独立に単一結合、
－ＣＨ2ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＯＣＨ2－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ2Ｃ
Ｆ2－、－ＣＨＦＣＨＦ－、－ＣＦ2ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨＦ－、－ＣＨＦＣＨ2－、－Ｃ2

Ｆ4－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ2Ｏ－、または－ＯＣＦ2－を表し、ａ、ｂ、ｃ
、ｄ及びｅは、それぞれ独立に０～３の整数を意味し、ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅは、５以下で
ある。
【請求項２６】
　前記Ｚ11、Ｚ12、Ｚ13、Ｚ21及びＺ22のうち一つは、－ＣＦ2Ｏ－であることを特徴と
する、
　請求項２５に記載の液晶化合物。
【請求項２７】
　前記ｄ及びｅが０で、Ｒ2が－Ｆ、－ＯＣＦ3、または－ＣＦ3であることを特徴とする
、
　請求項２５又は２６に記載の液晶化合物。
【請求項２８】
　前記Ｚ13がＣＦ2Ｏであり、
　前記ｄ及びｅは０で、
　前記Ｒ2が－Ｆ、－ＯＣＦ3、または－ＣＦ3であることを特徴とする、
　請求項２５乃至２７の何れか一に記載の液晶化合物。
【請求項２９】
　前記一般式１の液晶化合物は、下記一般式１－１で表されるであることを特徴とする、
　請求項２５乃至２８の何れか一に記載の液晶化合物。
【化３９】
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　前記一般式１－１中、Ｒ1、Ｒ2、Ａ11、Ａ12、Ｚ11、Ｚ12、（Ｆ）、ａ及びｂは一般式
１での定義と同一である。
【請求項３０】
　前記一般式１－１の液晶化合物は、下記一般式１－２で表される液晶化合物であること
を特徴とする、
　請求項２９に記載の液晶化合物。
【化４０】

 
　前記一般式１－２中、Ｒ１は下記の構造式群１－２－２から選択されるものであり、Ｏ
は０または１である。
【化４１】

 
【請求項３１】
　前記液晶化合物は、下記構造で表される化合物のうち一つであることを特徴とする、
　請求項２５に記載の液晶化合物。
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【化４２】
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【化４３】
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【化４４】
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【化４５】

 
【請求項３２】
　前記液晶化合物は、下記一般式１－２－１－１から１－２－１－３で表される化合物３
種のうちの一つから選択されることを特徴とする、
　請求項３１に記載の液晶化合物。

【化４６】
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